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・フォーム及び帳票の作成と編集
・テーブルの関連付け（リレーションシップ）
・データのインポートとエクスポート
・正しいテーブル設計手法（データの正規化等）

パソコン、データベースソフト

・データベースの概念
・データベースの構造と機能
・データベースの構築手順

 ■　データベース
　　 の設計

・テーブルの設計技法
・データの分類

　ＩＴを活用した業務改善に取り組む方

 ■　抽出処理
　　 （クエリ）

・選択クエリ
・抽出条件設定
・レコードの並べ替え

Ａ　生産管理
・在庫管理システムの導入
Ａ　バックオフィス
・ＩｏＴ活用によるビジネス展開
Ｂ　組織マネジメント
・ＩｏＴを活用したビジネスモデル
Ｃ　営業・販売
・顧客満足度向上のためのＣＳ調査とデータ分析
・顧客分析手法
Ｄ　データ活用
・データベースを活用したデータ処理（応用編）
・データベースを活用した高度なデータ処理　ほか

演習（例）

・表計算とデータベースの違いを確認
・業務に必要なデータの洗い出しとテーブル設計
・データ抽出・集計処理（必要項目の選択、条件
　による抽出・並べ替え・集計の処理）

応用・実践要素
（例）

基
本
要
素

基本項目 主な内容（例） （１）１日（６時間）コース
　　　　２，２００円（税込）
（２）２日間（１２時間）コース
　　　　３，３００円（税込） ■　データベース

　　 の概要

Ｄ．データ活用 － データベースソフト活用

データベースを活用したデータ処理（基本編）

・データベースの仕組みを理解したい
・仕事でたまったデータを一元管理したい
・大量のデータを管理したい
・効率良くデータを管理したい
・一つのデータを色々な角度から集計したい
・データを解析、分析したい

・表計算と異なるデータベースの仕組みを
　理解する
・一つのファイルに仕事で使用する複数種類
　のデータを一元管理できる
・数百万行のデータを一つのファイルで
　管理できる
・色々な角度からのデータ処理方法を習得
　する
・統計解析を用いたデータ分析ができる

　業務の効率化を目指し、表計算ソフトでは対応できない大量のデータを処理するために必要となる
データベース技術を理解し、基本的なデータベースの構築方法を習得する。

※ 金額は、１名あたりの受講料です。

※ ４～３０時間の間で設定可能です。

※ 推奨訓練時間は、６～１２時間です。

人材育成上の課題・目標 課題解決・目標達成を目指して

コースのねらい

カリキュラム（例）

関連コース

日程設定と受講料（例）

推奨対象者

※ 基本項目は必須としますが、主な内容や演習、応用・実践要素は、

ご要望に応じてカスタマイズすることが可能です。

なお、訓練時間によっては、上記の全ての内容を実施できるもの

ではありません。

使用機器等
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